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令和７年度 小松市ＤＸ伴走支援モデル事業者 募集要領 

 

１ 目的・概要 

市内中小企業においては、少子高齢化の進展による人手不足や物価高騰などにより急速に

変化する社会環境への対応として、ＤＸ推進による業務改善や労働生産性の向上など、経営

の高度化が求められております。 

本市では、中小企業のＤＸ推進により経営基盤の安定と産業競争力の強化を後押しするた

め、先進性が高く、伴走支援によりＤＸへの取組みを望む企業を募集し、「ＤＸモデル事業者」

として選定し、専門家による伴走型支援を実施いたします。 

選定されたＤＸモデル事業者については、事業実施に係る費用の一部を支援するとともに、

事業の目標達成に向けたＤＸ推進計画・進捗管理・助言等のサポートを行います。 

さらに、モデルケースとしてＤＸを牽引する取組事例を創出することにより、市内中小企

業の産業競争力の強化とＤＸ化を推進するものであります。 

 

２ スケジュール 

❶ＤＸ伴走支援モデル事業説明会 令和 7年 3月 21日(金) 

❷ＤＸ伴走支援モデル事業者募集 4月 1日(火) ～ 4月 18日(金) 

❸ＤＸ伴走支援モデル事業者を選定 

（５者程度） 

4月下旬頃に、市より決定した事業者に決定 

通知を交付 

❹コンサルタント事業者を選定 
ヒアリングを実施し、コンサルタント事業者 

からモデル事業者に企画書を提示 

❺ＤＸ伴走支援モデル事業補助金 

 交付申請 
モデル事業者より市に提出 

❻ＤＸ伴走支援モデル事業補助金 

 交付決定 
市よりモデル事業者に決定通知を交付 

❼コンサルタント事業者と委託契約 補助金交付決定日以降 

❽ＤＸ伴走支援モデル事業実施 補助金交付決定日 ～ 令和 8年 2月末 

❾ＤＸ伴走支援モデル事業補助金 

 実績報告 

事業終了日 ～ 令和 8年 3月中旬頃 

モデル事業者より市に提出 

❿ＤＸ伴走支援モデル事業補助金 

 交付確定・支払い 

市よりモデル事業者に確定通知を交付し 

その後、補助金を支払い 

⓫取組事例を公表 
内容や取組、成果などを市ホームページなど 

で紹介 
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３ 補助事業の内容 

  対象経費：ＤＸへの取組みに関するコンサルタント経費 

  補 助 率：1/2 

  限 度 額：150万円 

   対象要件：コンサルタント事業者の伴走支援を受けて行う次の全ての要件を満たすもの 

① ＤＸ推進計画（KPI設定、効果測定等）を策定すること 

② ＤＸを実装し、かつ運用すること（デジタル技術・ツールの導入、ソリュ

ーションサイトの構築等） 

③ ＤＸ推進計画に対する成果報告を行うこと 

 

４ 応募条件 

  ＤＸモデル事業者に応募できる者は、次に掲げる要件を全て満たすものとする。 

 ⑴市内に事業所を有する中小企業基本法（昭和 38年法律第 154号）第 2条第 1項及び第 5項

に規定する中小企業・小規模事業者 

 ⑵市税の滞納がないこと 

 ⑶風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和 23年法律第 122号）第 2条第 1

項に規定する風俗営業又は同条第 5項に規定する性風俗関連特殊営業を行う者でないこと 

 ⑷小松市暴力団排除条例（平成 24年 3月 27日条例第 11号）第 2条第 3号に規定する暴力団

員及びその他反社会勢力又はそれらと関係するものが経営又は運営に実質的に関与してい

ないこと 

 ⑸国または県等が実施する同様のＤＸ推進支援補助金を受けていないこと 

 

５ ＤＸ伴走支援モデル事業への希望申し出 

ＤＸモデル事業者に応募する者は、次により希望申出書等を提出してください。 

⑴提出書類：①希望申出書一式（様式第 1号） 

       ②市税の全項目の納税証明書 

 ⑵提出期間：令和 7年 4月 1日(火) から 4月 18日(金) 午後 5時まで 

 ⑶提出方法：郵送（必着）または持参 

 ⑷提 出 先：小松市経済環境部商工労働課（市役所２階） 

 

６ ＤＸモデル事業者の選定 

希望申出のあった者について、希望申出書を次の「評価項目」に基づいて審査し、「ＤＸモ

デル事業者」として決定します。 

評価項目 内    容 

１．現状の課題 

生産・在庫管理、受発注管理、会計・勤怠管理、売上予

測などの各システム導入の有無のほか、事業・経営上の

課題についての整理状況 

ＤＸ（デジタル化）の必要性や改善すべき内容・項目に

ついての整理状況 

デジタル技術の活用における課題についての整理状況 
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２．将来ビジョン 事業終了後（課題解決後）のビジョンの明確性 

３．実施体制 ＤＸに取り組む実施体制の適切性 

４．希望するコンサルティング

事業者による事業内容 

希望するコンサルティング事業者による事業内容の適

合性 

５．ＤＸモデル事業 

としての適格性 

市内事業者への横断的な展開が期待でき、本事業におけ

るモデル性 

本事業に取り組むことによる経営力強化などの効果に

対する期待の高さ 

ＤＸ伴走支援モデル事業による支援の必要性 

 

７ 失格 

  次のいずれかに該当するときは、失格とすることがあります。 

 ⑴本募集要領で定めた提出方法、提出先、提出期限等に適合しないとき 

 ⑵本募集要領で定めた条件および目的に適合しないとき 

 ⑶提出書類に記載すべき事項が記載されていないとき 

 ⑷提出書類に虚偽の記載があったとき 

 ⑸事業開始前あるいは開始から完了までの間に、応募条件を満たさなくなったとき 

 ⑹審査結果に影響を与えるような不正行為を行ったとき 

 ⑺その他募集要領に違反すると認められたとき 

 

８ その他留意事項 

 ⑴申し出に関する必要な費用は、申出者の負担とします。 

 ⑵原則として、提出された書類等は返却いたしません。 

 ⑶提出された書類等は、本事業の審査の目的以外には使用いたしません。 

 ⑷提出された書類等は、本事業の審査の目的の範囲で複製することがあります。 

 ⑸審査結果についての異議申立ては、一切受け付けいたしません。 

 ⑹ＤＸモデル事業者は、市内事業者のＤＸ先進事例のモデルとして、市内事業者全体のＤＸ

推進を図るため、伴走支援の内容や取組、成果などを広報します。 

 ⑺本事業においては、市内事業者のＤＸ先進事例のモデルとするため、事業実施における成

果として効果測定や計画のリバイスまで実行いただきます。 

 

９ 事務局 

  小松市経済環境部商工労働課 

  〒923-8650 

  小松市小馬出町 91番地 

  TEL：0761-24-8074（直通）／ FAX：0761-23-6404 

  Email：syoukou@city.komatsu.lg.jp 

 

 


